
 先月、JEA（日本福音同盟）の宣教フォーラムが 2 日間にわたってオンラインで行わ

れ、参加しました。色々な教団の牧師が集まり、「コロナ禍で、宣教について考える」

というテーマで、主題講演や分科会がありました。どこの教会もだいたい、4 月から 5

月の自粛期間は、教会での礼拝を全てオンラインに切り替えていたようです。そして、

現在はオンラインの配信による礼拝と、教会堂では人数を制限して礼拝を行うという、

2 本立ての礼拝を行っているところが多いです。私たちの教会もそうです。 

 世界中の教会が、礼拝に集まることのできない、という歴史上おそらく初めての状

況に立たされる中で、それでも神の宣教の御業は絶えることなく続いて行く、という

確信が与えられています。神は、全能のお方ですから、お言葉一つでコロナを収束さ

せることもできるお方です。それでも、この状況を許しておられる、ということは、

このことを通しても、キリスト教会が前進し、より良い方向に変革していくことを求

めていらっしゃるのではないでしょうか。実際、多くの教会は、インターネットを使

うことを学びました。青年のキャンプも全て中止になりましたが、オンラインの青年

の集いも、大変盛り上がったそうです。やはり、次世代を担う青年たちは、生まれた

時からインターネットに触れていますので、教会の担い手としても、彼らに、新しい

形の宣教を進めていってもらうことが期待されます。 

 主題講演の一つをされた先生の結論は、「さあ先生方、主に期待して、コロナウイル

ス禍の未来の事をみんなで楽しく話しましょう！」というものでした。信仰を持ち続

けていれば、教会にも必ず明るい未来がやってきます。期待して、今できることをし

ていきましょう。 

「シモン、シモン、サタンはあなたがたを、小麦のようにふるいにかけることを神に

願って聞き入れられた。 しかし、わたしはあなたのために、信仰が無くならないよ

うに祈った。だから、あなたは立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい。」 
                          ルカ 22：31，32 

武蔵野めぐみキリスト教会礼拝にて 

志田正則先生・利恵先生ご夫妻と 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            大段姉のお証しがありました 

                                          

月報「ぶどうの木」 
         2020年 10月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

9月 13日合同記念礼拝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

10月役員会決定事項 

・9月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・10月より聖餐式を再開する。月 1回クリス・ウィルキンズ師またはウィルキンズ祐子師の司式で行う。 

 衛生面に配慮し、プラスティック容器（フタ付き）にパンとぶどう液をセットしておく。オンラインで礼拝を 

 守る時も、各自パンとぶどう液を用意して、画面を通して共に聖餐を受ける。 

・10月 18日の礼拝の中で、洗礼式を行い、続けて聖餐式を行う。この日の聖餐式は式文を省略し、主の 

 祈りをもって行う。 

・祈祷会もオンラインで行っていたが、今月から教会での祈祷会を再開する。 

・11月 8日のギデオンラリーに日立大久保教会の小関兄に来てもらうことを依頼する。 

 

     

               

 

 


